
秋山 糸織 
 

おでかけサービス杉並の移動サービスは、道路運送法に位置付けられた「福祉有償運送」という道路運

送法に基づいた非営利の市民活動で、３年ごとに登録の更新が必要で今年度はその更新の年に当たりま

す。８月３０日に区役所で開催された「杉並区福祉有償運送運営協議会」で無事協議が整い、運輸支局

への登録更新手続きへと進められることになりました。学識経験者、タクシー業界代表、運輸支局担当

者、障害者団体の代表やケアマネジャーの代表、都市整備や福祉担当の区職員など、大勢の委員からの

質疑応答の時間は緊張しましたが、ここが通れば、あとは大丈夫。たくさんの書類作成は大仕事でした

が、今後もこの活動を続けられるめどが立ち、ほっと安堵しています。協議会では、移動サービスを必

要とする方は１年で微増しているとの数字が示され、これからもこうした活動が杉並に必要なことを委

員全員で共有しました。ガソリン代の高騰は悩ましく、安全運転管理の制度変更にも対応していかねば

なりませんが、ひとつひとつ乗り越えていきたいと思います。 

利用会員の皆さまには、秋のおでかけシーズンにぜひご利用いただきたいです。運行数が伸びると、区

からの補助金をしっかり確保でき、次年度につなげていくことができますので、そんな形での「応援」、

お待ちしています！ 
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７月２５日荻窪警察署講堂で行われた令和４年春の交通功労者等表彰授賞 

式にて、荻窪警察署長・荻窪交通安全協会会長の連名で優良安全運転管理 

者として感謝状をいただきました。 

最初、電話で連絡を受けたときは、思わず「辞退します！」と叫んでしまい 

ましたが、よく考えれば「団体の名誉、運転協力員さん達の安全な運行が認められたのだ」と

思いなおし、表彰式に参列することにしました。後日届いた案内状に、服装はクールビズでお

願いしますとあり、いつものジーンズ姿のまま事務所を抜け出して参加。式は個人１７名と３

団体が参加し、賞状や記念品の授与と写真撮影が執り行われ１時間ほどで終了しました。 

私は、おでかけサービス杉並の安全運転管理者として設立当初から、運行のシフトを組んだり、

車の管理や、安全運転管理者講習で得た知識をもとに、安全運転に関するミーティングなどを    

行っています。幸いこれまで大きな事故がなく活動を続けてこ

られたのは、大勢の方達に支えていただいたおかげと心から感

謝しています。 

これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

尚、感謝状は、副賞としていただいた昔ながら 

の立派な額に入れて荻窪事務所に掲げてあります。 
 

コーディネーター  野口 恭子 



木野田 眞理子 
 

福祉ドライバー歴１８年目の木野田です。日ごろは皆様いろい

ろありがとうございます。 

コロナ禍もとうとう丸３年になろうとしていますが様々なこ

とがありましたね。私自身も、昨年は右肩腱板断裂の手術をし

て半年間活動を休みました。ちょうどその頃、すぎなみ地域大

学からおでかけサービス杉並に、区内でボランティア活動をし

ている人への取材依頼が来て、時間のあった私がインタビュー

を受けることになりました。冊子（すぎなみボランティアハン

ドブック２０２２）への掲載やポスター撮りまで、恥ずかしな

がら珍しい体験をしました。自分のやりたいことやできる事を

基に勇気を出して挑戦してみたら、少しでも誰かの役に立つ事

ができて以前より世界が広がりました。私が元気に充実した

日々を過ごせているのは、この活動に誘ってくれた元同僚や、

出会えた多くの人たちのお蔭です。これからも安心して利用し 

てもらえるように頑張ります。やりがいの持てるボランティアをしてみたい人がいたら、運転協力員

やネコの手サポーターにぜひ誘ってみてください。一緒に活動するおでかけ仲間を待っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おでかけサービス杉並の活動に無くてはならない運転協力員、今年も１１月

の日曜日（１３・２０・２７日）に、すぎなみ地域大学で「福祉車両運転協

力員講座」が開かれます。 

誰でも高齢の方や障がいのある方をお乗せして運転することへの不安があるかもしれません

が、この講座では、安心して活動ができるように、車の運転や法令、接遇・介助に関する諸々

を基礎からしっかり学ぶことができます。そして、受講後はいつでも少しの時間からでも活動

に参加することができます。 

これからも福祉有償運送を必要とされる方は増えていくと思われますが、活動を担ってくださ

る方が足りていないのが現状です。ぜひこの講座を、周りの方にお知らせください。申し込み

の締め切りは１０月２０日です。「利用者からの『ありがとう』という言葉と笑顔がこの活動

を続けている原動力です」という先輩たちに続いてください！ 

 

 

ちょっとした困りごとを、地域の人たちで助けたり、助けられたりできたらいいね。

と始まったネコの手の活動もここ２年ほどは新型コロナの影響もあり、利用希望の

問い合わせはあるものの活動を縮小していました。         

今年はネコの手の活動を始めて１０年目、私たちはこの間少しずつコロナとの付き合い方を学習して

きましたので、そろそろ本格的に活動を再開していきたいと思い、『ネコの手サポートのつどい』を開

催する事にしました。 

日時は１２月３日(土)、時間は１０時または１３時開始、場所は阿佐谷周辺を予定しています。   

車の運転はできないけれど、何か地域のために役に立ちたい、こんな特技を生かしたいと思っている

方ぜひご参加ください。（詳細・申し込みは同封のチラシをご覧ください） 

 

 


